
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

  令 和 ７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 朝 霞 西 高 等 学 校 ） w22 

目 指 す 学 校 像 
 伸びる朝西 伸ばす朝西 

 ～確かな学力と豊かな心を育み、君の夢を応援します～ 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 質の高い授業を展開し「自ら考える力」を育み、学習習慣を確立させる。 

２ 進路目標を早期に持たせ、多様な進路希望を実現する。 

３ 規律の順守と学校行事や部活動を通じて、誇りと自信を持たせる。 

４ 教育活動を保護者・地域に広く開き、信頼される学校づくりを推進する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ４名 

    生徒       ２名 

    事務局(教職員)  ９名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  ２ 月 ５ 日  現 在 ）  実施日 令和８年２月１０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１

教

務 

・観点別評価につながる授業を実

践することで、生徒の主体的な活

動を後押しし、学習意欲をさらに

向上させる。「自ら考え、学習す

る力」を育み、理解度、満足度を

さらに高める。 

・魅力のある学校を目指し、学校

行事を充実させるとともに、ＩＣ

Ｔの活用をさらに推進し、生徒の

学習環境の充実と教員が生徒に向

き合う時間の確保に努める。 

①観点別評価を生徒に

還元できる授業改善に

努める。主体的な学び

を実現できるような授

業研究を推し進める。 

②魅力ある学校作りを

目指し学校行事に学校

全体で取り組む。ま

た、校務におけるＩＣ

Ｔの活用をさらに推進

する。 

①授業力向上を目指した研修会を行

い、授業改善にむけてさらに検討を

進める。理解度と成績評価との関連

性に配慮し、学力向上とともに達成

感が得られる工夫をする。 

②学校行事の時期や内容などが適切

であるか検証する。ＩＣＴ機器の活

用においては、出欠並びに成績処理

活用するとともに、各授業において

も積極的に運用する。 

①授業の研修会を通して、生徒

の主体的に学ぶ姿勢が育成でき

たか検証する。授業評価アンケ

ートの理解度、満足度等の数値

が上がったか。 

②学校行事における生徒の満足

度が高まったかを検証する。授

業、ＨＲ等でＩＣＴの活用がで

きたか。さらに、ＩＣＴの活用

により、生徒に向かう時間の確

保につながったかを検証する。 

■授業や校務におけるＩＣＴ活用

を推進できている。 

①各教科を中心に授業研修会を行

い主体的に学ぶ姿勢を育成してい

る。年間２回行っている授業アン

ケートでは理解度、満足度等の数

値は満足できる数値であった。 

②今年度より、１～３年生の全生

徒が個人タブレットを持っている

ことで、校内のアンケートや全体

に配布するお知らせなどもペーパ

ーレス化することができた。 

Ｂ 

[課題と改善策] 

①今年度は教科を中心に科目ごと

に授業研究を行っているが、次年

度は、その成果を学校全体で発表

できるような研修会があっても良

いと感じた。 

②次年度は、全生徒が個人タブレ

ットを持つようになってから２年

目となり、学校全体で統一したＩ

ＣＴの活用が、より一層期待でき

る。 

 

・国や教育行政の動向に注視しながら、

今後も授業や授業以外の場面でのタブレ

ットの有効活用のための研修や文理横断

型の学びへの転換等に対応するためのカ

リキュラム研究および授業力向上のため

の取組を継続していただきたい。 

・学校管理下のタブレット活用において

生じる課題や授業研究等については、教

育局、業者、外部関係機関等とも連携し

て対応してほしい。 

２

進

路

指

導 

・多様な進路希望に対応するた

め、きめ細やかな指導を行ってい

る。進路決定満足度も 85％以上を

維持している。 

・推薦・総合型・一般など生徒の

受験方法が多岐にわたる。共通テ

スト対策・小論文や面接指導など

分野に分けた個別指導が必要であ

る。 

①広い視野で進路先を

検討させ、具体的な目

標設定や選択を支援す

る。 
 
②どの受験方法にも対
応できるよう指導する
。 

①進路先の比較・検討する機会を適

切に設ける。タブレットを活用す

る。 

②３年生では大学一般選抜・推薦総

合型選抜・看護医療系・専門学校・

就職・公務員に分けてゼミ活動を行

い、進路先に合った対策をする。 

②３年・進路部・各教科と連携し、

小論文や面接指導、英検対策を行

う。 

①有効な進路行事が実施できたか。

タブレットを適性検査や共通テスト

リサーチ、受験スケジュール作成、

進路の手引き、スタディサプリ、ス

タディプラスなど幅広く活用できた

か。教員側もﾍﾞﾈｯｾのｺﾝﾊﾟｽを活用し

、具体的なｱﾄﾞﾊﾞｲｽができたか。 

②各分野のゼミ活動で生徒が積極的

に活動できたか。合格に貢献できた

か。 

②英検や小論文を受験に活かせたか

。 

■ICT・民間ツールの有効活用、多
様な進路指導を概ね実施できた。 
①４月の２，３年の適性検査では
タブレットを使用し web 上で実
施。フィードバックも早くて好評
だった。共通テストの申込も生徒
に説明しながら行い、web 上での
手続きに特に問題はなかった。受
験スケジュールや面接指導もマナ
ビジョンのツールを活用した。 
②ゼミ活動では各分野で小論文や
面接指導、受験指導、事後指導を
効果的に行った。英検の資格を推
薦入試や一般入試で活用した。小
論文は担当ごとに指導した。 

Ａ 

[課題と改善策] 
①引き続きタブレットの効果的な
活用を模索する。来年度は志望理
由書や教員の指導方法もハイスク
ールオンラインの全国版が見られ
るように、生徒に入力の協力を求
めた。 
②年内入試受験人数の増加と複数
回受験、総合型の多様な入試方法
で進路部と３学年だけでは限界が
ある。生徒のニーズに応えるため
には全職員の協力を求める必要が
ある。 

 

・多様な進路希望に対応していくために

学校全体で進路情報、特に大学等の入試

情報を含めて情報の早期獲得に努めつ

つ、きめ細かい進路指導が必要になるの

で、働き方改革もあわせた学校全体の体

制作りと準備を考えていくべきである。 

・生徒の学校外も含めた民間ツールの活

用状況を把握しながら継続的な指導を期

待する。あわせて対面でのコミュニケー

ションも欠かせないので、面談等の個別

指導も引き続きお願いしたい。 

３ 

生

徒

指

導 

・基本的な生活習慣や規範意識は

高く、挨拶や身だしなみも概ね良

好であり「秩序と規律ある学校」

という雰囲気がある。これを生徒

が誇りとし、より一層高めて本校

の特色・校風とする。 

・上記を基盤とし、学習活動・部

活動・生徒会活動・学校行事など

学校の諸活動のより一層の充実を

図り、「社会で活躍できる人間の

育成」を実現する学校とする。 

① ①教職員の共通理解と

組織的な取組で、基本

的生活習慣の確立と規

範意識の醸成を図る。 

② ②学習活動や部活動、

学校行事など学校生活

全般を通して、主体性

や自律性を身につけさ

せる。 

 

① ①指導方針を明確にし、情報交換を

密に行い、丁寧な指導を心掛ける。 

② ①生徒指導部を中心に教職員全員で

身だしなみや挨拶の徹底を図る。 

① ①登下校指導や生活委員会と協力し

て、登下校時の歩きスマホや交通ル

ール・マナー遵守の徹底を図る。 

② ②教員の声掛け等により、学校生活

全般にわたり全力で取り組ませる。 

③ ②生徒会指導部を中心に生徒会活動

をより一層充実・発展させていく。 

① ①教職員の共通理解や組織的な

取り組み体制を作れたか。 

② ①身だしなみや挨拶はきちんと

できていたか。 

③ ①歩きスマホは改善できたか。 

④ ①交通ﾙｰﾙ･ﾏﾅｰは遵守できたか。 

⑤ ①交通事故は減少したか。 

⑥ ②高い部活動加入率を維持し結

果を残したか。 

⑦ ②学校行事・生徒会活動に自主

的・意欲的に参加したか。 

■年度当初の生徒指導方針に基づ

き組織的に対応できた。 

①服装や挨拶は概ね良好。 

①歩きスマホ禁止ポスターを作成

し掲示したが、まだまだ意識は低

い状態である。 

①交通ﾙｰﾙ･ﾏﾅｰ遵守も概ね良好で、

交通事故も減少した。 

②1 年 85%、2 年 74%と高加入率を

維持し、各部活躍した。 

②学校行事や生徒会活動には意欲

的に参加している。 

Ｂ 

[課題と改善策] 

①秩序と規律ある学校づくりは成

果をあげている。現状に満足する

ことなく、新たに発生する課題解

決に取り組みながら、良い校風を

さらに高めていきたい。 

②上記を基に生徒にはより一層、

学習活動・部活動・生徒会活動・

学校行事等に意欲的に取り組ま

せ、その過程で人として成長させ

ていきたい。 

 

・基本的生活習慣の定着のために今後も

信頼関係に根差した生徒指導を継続して

いただきたい。 

・今後の交通ルールの厳格化に対応する

ために情報周知とあわせて生徒会と連携

するなどの工夫した取組、対応をお願い

したい。 

・生徒作成の「歩きスマホ禁止」のポス

ター掲示等の有効な方策を今後も継続し

て取り組んでほしい。 

４

広

報 

・ＨＰ等を通じて生徒・保護者・

近隣地域、各中学校などに本校の

活動内容を広報していく。 

・朝西見学会、個別相談会、部活

動体験会、進学フェア、その他説

明会等の行事を通して朝霞西高校

の魅力を中学生にアピールする。 

①本校の教育活動やそ

の成果を広く広報し、

各方面での本校への理

解を深める。 

②本校志願者のニーズ

をとらえ、効果的な場

所と時期に広報活動を

実施する。 

①広報部以外の、行事を主催する団

体による、より詳しく速報性の高い

内容を発信してもらう。 

②本校以外にも中学校などで開催す

る説明会等に参加の機会を設け、本

校の魅力が多方面に伝わるようにす

る。上級学校訪問等にも対応してい

く。 

①HP の環境を維持し、より迅速

に適切に運用したか。 

②朝西見学会・個別相談会、部

活動体験会、その他の説明会行

事を効果的な内容で適切に実施

できたか。 

■順調に広報活動ができている。 

①HP では本校の新鮮な情報を迅速

にアップできた。インスタグラム

もスタートさせ、ソーシャルメデ

ィア運用ポリシー･公式インスタ規

約を整え管理職や部活動からも率

先して発信している。 

②学校見学会・相談会の他に、中

学校における進学説明会の実施、

所沢の進学フェアへの資料参加、

近隣中学校へのインスタ開始通知

と資料送付などをおこなった。 

Ａ 

［次年度への課題］ 

インスタグラムによる情報発信を

一層積極的・組織的に発信する。

また、学校案内（パンフレット）

の再構成も必要である。 

［改善策］ 

部内で専門にアップする役割を確

定させ、他分掌や学年にも積極的

な発信を促していく。受験する中

学生の必要な情報を精査する。 

 

・学校説明会時の授業や行事、部活動等

の動画による広報やインスタグラムの活

用は中学生やその保護者側が進路選択を

考える上でとても有効である。今後も取

り組んでいただきたい。その際の個人情

報の管理等の配慮するべき事項について

は慎重に対応し運用していただきたい。 

・生徒による広報やＰＴＡによる広報活

動も可能な範囲で協力できるのではない

かと考える。 


